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第３３１号 平成２７年２月１日発行足利市議会だより
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１２
月
議
会
は
６
人
中
４
人
の
女
性
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
女
性
が
生
き
生
き
と
活

躍
す
る
社
会
の
構
築
を
リ
ー
ド
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
多
く
の
議
員
が
質
問
す
る
こ
と
で
議

会
の
活
性
化
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
て
１
カ
月
、
本
年
は

改
選
の
年
で
す
。
第
２３
期
市
議
会
で
は
震

災
対
策
の
推
進
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
対
策
、
議
会
報
告
会
の
開
催
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
第
２４
期
市
議
会
に
は
、

地
域
創
生
へ
の
取
り
組
み
や
、
さ
ら
な
る

議
会
改
革
に
挑
み
、
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
期
待
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
冨
永
　
悦
子
）

編
集
雑
感

　地方分権の進展に伴い、地域住民の福祉と地域社会の発展向上のため、地方自治体
の果たす責務は極めて重要なものがあり、住民の代表を選ぶ地方議員選挙の有する意
義は、誠に重大である。
　明年4月に執行される統一地方選挙については、市民の政治に対する信頼の確立、
議会制民主主義の健全な発展を期する上でも、正しく、きれいに行われることが望ま
れる。
　本市議会においては、「足利市議会議員の政治倫理に関する条例」の制定や公職選
挙法の遵守徹底に関する申し合わせを行い、政治倫理の確立や政治活動の浄化に努め
ているところである。
　ついては、明年4月の改選を迎えるに当たり、平成7年、平成11年、平成15年、平
成19年及び平成23年に施行された市議会議員選挙の際と同様、お金のかからない政
治、公正・適正な選挙を実施するため、足利市議会議員の総意に基づき、次のとおり
の申し合わせをするものである。

1　選挙事務所での運動員、事務員等の食事は、おにぎりと汁物（経費のか
からないもの）とする。

2　選挙事務所、演説会における湯茶・菓子の提供については、お茶のみと
する。（缶飲料などの提供はしない。）

 　また、議員及び後援会が開催する集会・大会などの諸会合についても同様と
する。

この申し合わせは、議員相互の信義と信頼に基づき遵守するものとする。

　以上、決議する。

　　平成26年12月19日
足利市議会
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▲広報委員会の様子

冨永委員長、小林（貴）副委員長、
金子、横山、吉田、尾関　各委員


